
横 浜 市 教 育 委 員 会 

臨時会会議録 

 

 

 

  １ 日  時  令和５年12月15日（金）午前10時00分 

 

  ２ 場  所  市庁舎 18階共用会議室（みなと４・５） 

 

  ３ 出 席 者  鯉渕教育長 中上委員 森委員 四王天委員 大塚委員 木村委員 

 

  ４ 欠 席 者  なし 

 

  ５ 議事日程  別紙のとおり 

 

  ６ 議事次第  別紙のとおり 



 

教 育 委 員 会 臨 時 会 議 事 日 程 

 

令和５年12月15日（金）午前10時00分 

 

１ 会議録の承認 

 

２ 一般報告・その他報告事項 

  横浜市図書館ビジョン（素案）の策定について 

  横浜市文化財保存活用地域計画（素案）の策定について   

  

３ 審議案件 

  教委第38号議案 横浜市立学校の授業料等に関する条例施行規則の一部改正について 

  教委第39号議案 横浜市立図書館規則の一部改正について 

  教委第40号議案 横浜市立図書館資料管理規則の一部改正について 

  教委第41号議案 学校管理下の負傷事故に係る損害賠償額の決定に関する意見の申出に 

ついて 

  教委第42号議案 教職員の人事について   

 

４ その他



3 

 

 

鯉渕教育長 

 

 

 

 

各委員 

 

鯉渕教育長 

 

 

 

 

 

山岸総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［開会時刻：午前10時00分］ 

 

 ただいまから、教育委員会臨時会を開会いたします。 

 初めに、会議録の承認を行います。11月16日の会議録の署名者は中上委員と木

村委員です。会議録につきましては、既にお手元に送付してございますが、字句

の訂正を除き、承認してよろしいでしょうか。 

 

＜了 承＞ 

 

 それでは、承認いたします。字句の訂正がございましたら、後ほど事務局まで

お伝えください。 

 なお、12月１日の教育委員会定例会の会議録につきましては、準備中のため、

次回以降に承認することといたします。 

 次に、議事日程に従い、総務部長から一般報告を行います。 

 

【一般報告】 

 

 １ 市会関係 

   ○12／７ 本会議（第２日）議案上程・質疑・付託 

   ○12／12 本会議（第３日）一般質問 

   ○12／13 こども青少年・教育委員会（教育委員会関係） 

 

 総務部長の山岸でございます。それでは、報告いたします。 

 まず、市会関係ですが、12月７日に本会議第２日目が開催され、議案上程・質

疑・付託が行われました。 

 12月12日には本会議第３日目が開催され、一般質問が行われました。 

 12月13日には市会常任委員会である、こども青少年・教育委員会が開催されま

した。 

 

 ２ 市教委関係 

 （１）主な会議等 

   ○12／１ いじめ防止市民フォーラム 

   ○12／２ 子ども科学教育研究全国大会 

   ○12／11 2023年度 横浜市教育センター研究発表会 

 

 （２）報告事項 

   ○横浜市図書館ビジョン（素案）の策定について 

   ○横浜市文化財保存活用地域計画（素案）の策定について 

 

 次に、教育委員会関係の主な会議等ですが、12月１日にいじめ防止市民フォー

ラムが市庁舎１階アトリウムで行われ、鯉渕教育長、中上委員、四王天委員、大

塚委員が出席されました。 

 また、12月２日に、子ども科学教育研究全国大会が横浜市立白幡小学校で行わ

れ、鯉渕教育長が出席し、挨拶しました。 

 12月11日には、2023年度 横浜市教育センター研究発表会が横浜花咲ビルで行

われ、中上委員、四王天委員がオンラインで出席されました。 

 次に、報告事項として、この後、所管課から２点報告いたします。まず、１点
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目ですが、「横浜市図書館ビジョン（素案）の策定について」、２点目は、「横

浜市文化財保存活用地域計画（素案）の策定について」報告いたします。 

 私からの報告は以上です。 

 

 報告が終了いたしましたが、何か御意見・御質問等ございますか。よろしいで

しょうか。 

 特になければ、次に、「横浜市図書館ビジョン（素案）の策定について」、所

管課から御報告いたします。 

 

 おはようございます。中央図書館長の下澤です。いつも御指導いただきまして

ありがとうございます。本日は、「横浜市図書館ビジョン（素案）の策定につい

て」、御報告いたします。本件は、一昨日の12月13日に市会常任委員会に報告

し、昨日12月14日に記者発表及び市民意見募集を開始しております。資料につき

ましては、教育政策推進課担当課長から御説明いたします。よろしくお願いいた

します。 

 

 教育政策推進課担当課長の高柳でございます。それでは、資料の御説明をさせ

ていただきます。よろしくお願いいたします。お手元にはＡ３の資料と横浜市図

書館ビジョン（素案）の２種類を御用意させていただいております。本日はＡ３

の資料に沿って御説明させていただきます。 

 まず、１ページ左上を御覧ください。横浜市立図書館の現状と課題、市民ワー

クショップ等でいただいた市民の皆様の御意見や事例調査等を踏まえ、横浜市図

書館ビジョン（素案）を策定いたしましたので、御報告いたします。 

 まず、「はじめに」についてです。図書館は、本という媒体を通じて、人々に

知識・情報を届けてきました。今、情報は得るだけではなく、誰もが、創り、編

集し、発信することもできるようになってきました。さらに、本との向き合い方

も多様になってきています。本から始まるつながりづくりを重視した向き合い方

も出てきています。本市では「横浜市民の読書活動の推進に関する条例」をう

け、図書館は、市民の読書と学びを支える地域の情報拠点として、蔵書の充実、

図書取次所や移動図書館の充実、電子書籍サービスの導入などにも取り組んでき

ました。市民の皆様からは、図書館に、子どもたちの居場所づくり、子育て中の

方へのサポート、地域とのつながりづくりなどの役割も期待されています。一方

で、施設・設備の老朽化が進み、建替え等の検討時期を迎える図書館もありま

す。本の物流への対応や、収容スペースの確保などの課題もあります。変化し続

ける時代に対応し、まちとともに新しい時代を創ることができる図書館であり続

けるために、横浜市図書館ビジョンを策定いたします。 

 次に、「横浜市図書館ビジョンの位置づけ」を御覧ください。横浜市図書館ビ

ジョンは、10～20年後を見据え、中長期的な社会の変化を展望し、これからの図

書館の「目指す姿」や「取組の方向性」を示すものとして策定いたします。策定

にあたりましては、図書館に関する個別の行政方針と位置づけ、市の中期計画、

財政ビジョン、教育ビジョン、教育振興基本計画、横浜市民読書活動推進計画、

他の方針、計画等と関連する部分について整合を図ってまいります。事業の推進

にあたりましては、機能の拡充及び施設整備を進め、毎年度の予算において、実

施時期及び事業量を定めてまいります。裏面２ページの左上に横浜市図書館ビジ

ョンの位置づけのイメージの図をつけております。こちらは後ほど御覧くださ

い。 

 お戻りいただきまして、１ページ目の左下、「新たな図書館像」を御覧くださ
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い。これからの図書館は、読書を通じて「知る・学ぶ・深める」ことができるの

はもちろん、未来を担う子どもたちや子育て世代をはじめとした全ての市民一人

ひとりにとって、居心地よく自由に過ごすことができる、多様な人々の「つど

う・憩う」場になります。図書館は、読書に加えて、触ったり、聞いたりと様々

な感覚で「遊ぶ・体験する」ことができ、様々な知や人、文化に出会え「まちと

つながり・交流」できる、“わくわく”を見つけられる場になっていきます。さ

らに、子育てや暮らしをより豊かなものにするために、市民の皆様や地域の団

体、企業の方たちがアイデアを出し合い、「連携・協働」して解決方法や、新し

い“わくわく”を創り出せる、子どもから大人まで、みんなが主役になれる場と

なっていきます。市民の皆様一人ひとりが自分らしく活躍できる社会、そして社

会とともに変わり続けられる図書館を創っていきます。イラストは、これまでの

図書館とこれからの図書館のイメージ図です。後ほど御覧ください。 

 続きまして、右側、「新たな図書館像の５つの基本方針」を御覧ください。こ

れはどのような方向に拡充・強化していくのかを示すもので、９月の教育委員会

臨時会でも御報告させていただいたものでございます。「基本方針１ 未来を担

う子どもたちのための図書館」「基本方針２ あらゆる市民のための図書館」

「基本方針３ まちとコミュニティのための図書館」「基本方針４ 利用しやす

い図書館サービス」「基本方針５ 柔軟に変化し魅力がいつまでも持続する図書

館」の５つでございます。 

 続きまして下段、「新たな図書館像の実現に向けて」を御覧ください。取組の

方向性を６つの項目でお示ししております。 

 「１ 蔵書・レファレンスの充実」では、生成ＡＩなど新たな技術が誕生する

中、これらの技術を使い、情報を主体的に選び、創造できるメディア情報リテラ

シーが大切です。市民の皆様の主体的な学びを支えるためにも、蔵書・情報を充

実させてまいります。各館は特色ある蔵書を持ち、市立図書館全体として幅広く

バランスの良い蔵書を構築していきます。司書は、レファレンスサービスで情報

と市民の皆様をつなぎ案内するとともに、コーディネーターとして人とまちと図

書館をつないでまいります。 

 「２ 図書館の施設整備の考え方」では、財政ビジョンで示すファシリティマ

ネジメントの考え方と財政負担を考慮し、１区１館を基本としながら、機能の拡

張とアクセシビリティの向上の両立、脱炭素社会の実現を目指し、施設整備等を

進めてまいります。現地での建替えやリノベーションを基本としつつ、より利便

性の高い主要駅周辺等への移転などにより、アクセス性や空間確保を向上させま

す。 

 「３ 新たな機能・機能拡充に伴う空間づくりの考え方」では、未来を担う全

ての子どもたちが、幼いときから図書館で読書を楽しめるように、子どももその

保護者もくつろいで過ごせるインクルーシブな環境づくりを進めます。利用者の

ニーズに応えられる居心地のよい空間づくりを進め、従来の本の貸出しと情報を

届けるサービスに加え、体験と実践、交流の機会を充実させていきます。 

 「４ 図書館外のサービスポイント設置の考え方」では、図書館サービスへの

アクセスを向上するため、図書館以外で本を借りたり返したりできるサービスポ

イントを拡充していきます。また、電子書籍の導入状況や本の配送増加への対応

等も考慮しながら、サービス空白地の地区センターなどでも設置を進め、図書館

サービス全体の充実と利便性を向上させます。 

 「５ 効率的・効果的なサービス提供とツールの充実／デジタル技術の活用に

よるサービスの最大化」では、デジタル技術の活用により、サービスを向上させ

るとともに、定型的な業務の効率化を図り、司書が専門性を活かした利用者サー
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ビスに更に注力できるよう検討します。 

 「６ 多様な主体との協働・共創」では、様々な主体と手を取り合って、社会

や市民ニーズの変化に応じた知識・情報サービスを創り、提供する開かれた図書

館となります。 

 おめくりいただきまして、裏面２ページを御覧ください。こちらには資料を掲

載しております。２ページ左側の上段、「【資料１】横浜市図書館ビジョンの位

置づけのイメージ」では、横浜市図書館ビジョン策定にあたり、他の方針、計画

等と関連する部分について整合を図っており、その図をお示ししております。 

 左側の下段及び右側上段の【資料２－１】【資料２－２】の「基本方針の取組

例」では、ソフト面・ハード面それぞれの取組例を記載しております。なお、こ

れらは現時点でのアイデアであり、今後の社会の変化に合わせて更新し、組み合

わせながら図書館の機能の充実を図ってまいります。後ほど御覧ください。 

 続きまして、右側下段、「【資料３】横浜市図書館ビジョン 検討の経過と今

後の予定」を御覧ください。先ほど御案内差し上げましたが、令和５年12月14日

から令和６年１月21日まで市民意見の公募を実施しております。また、今後、有

識者の意見聴取を行い、令和５年３月までの図書館ビジョンの原案策定・公表を

予定しております。御説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

 説明が終了しましたが、御意見・御質問等ございますか。 

 

 いろいろと御説明ありがとうございました。図書館のイノベーションを図ると

いう意味でのキックオフという形で捉えさせていただきました。まず、「横浜市

図書館ビジョンの位置づけ」のところで「10～20年後を見据え」と書かれていま

すが、10年から20年って結構長いですよね。コンピューターの世界でもムーアの

法則があって、５年で10倍の進化、10年で100倍、20年たつと１万倍の進化をする

と言われていますよね。それも今もう限界に来ていて、量子コンピューターや脳

型コンピューターが次の世代に来るだろうと言われています。まず最初にお聞き

したいのが、これは10年から20年後に完成形を目指すというような捉えなのでし

ょうか。 

 

 御質問ありがとうございます。全てのことを10年から20年後というのではな

く、できるものについては先に取りかかっていきたいと思っております。 

 

 

 分かりました。そうですよね。そのように取り組んでいかないと、なかなか変

化対応ができないかと思います。18区各区に１館ずつありますが、このような未

来型と言っていいような図書館というのを、まずは中央図書館に資源を集中して

取り組むのか、中央図書館を横浜市の図書館のフラッグシップのようなモデルに

して、それから各区へ派生していくのか、その辺りの取組の順番はいかがでしょ

うか。 

 

 現在も中央図書館は、センター機能を持った横浜市立図書館の中心的な拠点と

考えております。そして、ほかの17館は、比較的地域性があるとはいえ均等性で

ございますので、今後は機会を捉えまして再整備を、地域の特徴、いろいろな特

色出しをしたいと考えておりますが、四王天委員が御指摘のように、まず中央図

書館がセンター機能として、いろいろパイロット的、モデル的に行っていくとい

うことは考えております。横浜市図書館ビジョンとは直接の関係はありません
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が、令和６年１月から図書館情報システムの改築などをして、多様なサービスを

展開してまいります。 

 

 まずは理想的な形を中央図書館で示していただきたいと思います。あと、新た

な図書館像の実現に向けて、多様な主体との協働・共創というのがありますが、

学校図書館と連携して取り組んでいくという話は伺っていますが、大学の図書館

との連携みたいなものは考えていらっしゃいますでしょうか。 

 

 御質問ありがとうございます。大学の図書館の部分につきましては、素案の27

ページのところで、大学図書館ということで明記はないのですが、大学と一緒に

図書館サービスにおける助言・協働、研究ということで、一緒に取り組めるとこ

ろについては、一緒にサービス開発などに御協力いただきたいと思っておりま

す。 

 

 分かりました。基本のところに蔵書の充実とありますが、どう見ても蔵書を増

やすということは、物理的な制約がすごく大きくなってくると思います。それ

で、より専門的なものに関しては、もしかしたら大学にお願いするとか、その役

割分担の性格づけがあっても良いのではないかと考えたので、そんなことを申し

上げました。 

 最後にもう一つ、10年、20年の間、多分いろいろな災害があるかと思います。

この中には多分うたわれていないと思いますが、図書館に防災や避難の機能を持

たせるというようなお考えはありますでしょうか。 

 

 ありがとうございます。現在でも、区役所の防災計画によりますが、一時滞在

施設に位置づけられたりしておりますので、その区の防災施設の特性によりまし

て、図書館も防災に寄与しております。 

 

 その辺りがまた更に強化されるとかそういうお考えではなくて、今の機能を維

持していくということでしょうか。 

 

 現時点は今の機能を維持してまいりますが、防災計画や諸般の計画の変更によ

って整合性を取ってまいります。 

 

 南海トラフ地震などもあるかもしれません。今までの想定よりももっと大きな

災害が起きるということを、これからの10年、20年の間のビジョンの中では考慮

していかなければいけないのではないかと思いました。以上です。 

 

 ほかにいかがでしょうか。 

 

 御報告ありがとうございます。基本方針の１、２、３、４、５のトップに「基

本方針１ 未来を担う子どもたちのための図書館」ということをまず挙げたとい

うことは、非常に意味があると思います。この策定に当たって、市民のワークシ

ョップ、134人の参加があったと聞いています。そこに、10代の方が12人参加され

ています。もう一つ、市民アンケートもお取りになっていらして、その市民アン

ケートは、子育ての部分も含めたところで、10代の方は４人が回答してくださっ

ています。私としては、10代の方の参加がもっと欲しい、あって良いのではない

かと思います。未来を担う方々がこの横浜市図書館ビジョンにどういう思いを持
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っているかというお声がもっと必要ではないかと思います。ちょうど12月14日か

らまた市民の意見公募がかけられていますが、ぜひ10代というところに焦点を当

てていただきたいと思います。 

 それはなぜかというと、一つは、やはりティーンズの読書量の少なさというの

が図書館としては問題だということを課題として挙げていらっしゃいました。い

かにその方々が興味を持つかということが読書にもつながっていくというところ

でいきますと、先ほど四王天委員が大学との連携とおっしゃってなるほどと思っ

たのですが、市民のワークショップの高校生の御意見の中で、私は高等学校で図

書委員会に入っていてこんな取組を行っています、ということで、図書館で可能

な取組についてのすごく生き生きとした御発言を記録で読ませていただきまし

た。小学校、中学校、高等学校を含めて全てのところに学校図書館があり、そこ

には司書がいて、そして図書委員会の子どもたちがいて、そういう読書に興味の

ある子どもたちということを、一つピンポイントで焦点化したアクセスが何かで

きないものか。 

 そういった子どもたちが、横浜市図書館ビジョンに関しての今後、例えば基本

方針１の「取組・機能のアイデア」として、ソフト面で「子どもたちの企画やア

イデアを生かした展示やイベント」と書いてあって、子どもが主体になっていろ

いろな取組をするという。これも非常に大事なのですが、横浜市図書館ビジョン

の策定にどう関わらせるかということと、それがこういう様々なイベントの企画

や運営だということ。そうすると、始まりのところに10代の皆さんが関わり、実

際、横浜市図書館ビジョンが動き出した具体的な取組に関わり、１年たったとき

に、自分たちのしてきたことがどうだったのかということの評価を、10代の方た

ちが点の部分でいろいろなものに参加されていくことが、最後、自分たちの振り

返りとか成果とか自己評価ということになっていくと、これが一つの直線につな

がっていって、よく言われますが、点が線になって面になっていくというところ

にすごく意味があるのではないかと思います。 

 そう考えたときに、例えばですけれども、具体的な取組の話になって申し訳な

いのですが、今後、ソフト面やハード面の中に、高校生などがメインになってく

るかと思いますが、大学生ももちろん入っていただきながら、ぜひ10代の方々を

中心とした実行委員会のような、横浜市図書館ビジョンを実際に具現化するよう

な、そういった取組というもの、それはやはり子どもの権利条約の意見表明権に

もしっかりつながっていって、行政としてどう子どもの意見を取り入れながら運

営していくかというところも明確になってくるのではないかと思います。これは

要望ですので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

 ありがとうございます。10代の子どもたちの意見を聞きながら進めていくとい

うことで御意見を頂きました。これからの部分もありますが、ぜひ子どもたちの

意見、まさに使っていただきたい世代の意見ですので、取り入れ方、運営への反

映の仕方というのを検討してまいりたいと思います。ありがとうございます。 

 

 ほかにいかがでしょうか。 

 

 大変分かりやすくなっていると思います。一つお聞きしたいのですが、新たな

図書館像のイメージ図。大変、機能的に拡充して、最終的に創出される新たな知

識、価値、これを身につけることでどう変わっていくのでしょうか。 
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 本編には６ページに新たな図書館像のイメージ図があります。左の方がこれま

での図書館ということで、今まで本を貸し出したり、閲覧したり、静かに一人で

勉強していただくという形が多かったのですが、今後はそれに加えまして、交

流、創造、対話や、居心地の良さなど、そういったこと、市民協働、地域連携、

学校連携を大いに行っていこうという形を示しております。やはり究極的には、

私の考えでもありますが、本や読書を通じて人が幸せになる、それから自分で考

える人間をつくる、これは横浜教育ビジョンの文言にもありますが、そういう人

間といいますか人をつくっていくのが社会教育施設である図書館の使命だと思い

ますので、これに向けて、今までの伝統的な機能にこういうことを加えたいとい

うことを表明したところでございます。 

 

 まさしく今言われたところがメインだと思っています。今、ＯＥＣＤのラーニ

ング・コンパスにもあるように、ウェルビーイングに向けて、学校教育も企業も

自分たちがそこにどう向かっていくかが重要であって、まさしく、図書館はそう

いった新たな機能の中でこういったものを身につけてウェルビーイングにどう向

かっていくか。できればそういった項目が一つあると、それぞれの個の力をつけ

るのではなくて、これは学習指導要領の３観点でもそうですよね。最終的には、

「分かって」「できる」「どうするか」から、それを社会にとか生きるためにど

う使うか。そこら辺がもう少し明確になってくると良いのではないかと思いまし

た。以上です。 

 

 本当にこの横浜市図書館ビジョンというのはいろいろな観点から、まさに図書

館がスポットライトを浴びて、今現実に働いている司書の方々をはじめ教職員の

皆さん方が、いかに市民のニーズに合わせるかと頑張っておられると思います。

特に将来のことを考えたときに、図書館の在り方というのは、こういうビジョン

によっていろいろな人の意見を取り入れていくきっかけになるのではないかと思

います。私は９月の教育委員会臨時会の時にも言ったと思うのですが、民間企業

の「大和市文化創造拠点シリウス」や、「ゆいの森あらかわ」など、いろいろな

新しい型の図書館も勉強させていただいたのですが、確かにここに書いてあるよ

うに、それによってまちの雰囲気が変わってきているんですよね。ああいう機能

は、従来は図書館にそういう機能はなかったと思います。一方では、いつも言う

ように港北図書館をちゃんとしてほしいなと思います。これは横浜市図書館ビジ

ョンですから今日はそういう話はしませんが、具体的な今の中でのもっとやらな

ければいけないこともあろうかと思います。 

 今日言いたいのは、ここにもいくつか書いてあるのですが、やはりこれからの

時代、デジタル化やＡＩ。ここにもいろいろＡＩのこともデジタル化の対応につ

いても書いてありますし、後ろのほうの説明、ソフトの取組例でもいろいろ触れ

ておられるので十分認識された上でのビジョンだと思いますが、これから10年、

20年となると、デジタル技術によって大きく環境が変わってくると思います。日

本はデジタル技術が非常に遅れていますから、やはりここのところをいかに新し

い時代に合わせて変えていくか。具体的には、ここにも司書の人材育成というの

がありますが、司書の方も非常にやりがいがあると思います。でも、あれもこれ

もできないわけですよね。そうすると、本来の司書の役割はどこにあるのかとい

うことも踏まえた上で、人材育成のポイントというか、特にデジタル化とか新し

いサービスのスキルを上げていかなければいけないし、また、それを市民の方は

望んでいると思うのです。現実、図書館まで行かなくても自宅でいろいろレファ

レンスサービスすることもできます。私も先日、中央図書館に行って調べること
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があったのですが、レファレンスサービスで非常に丁寧にいろいろ教えてもら

い、ああ、こういうことなのだなと思いましたし、その後のフォローも自宅でで

きるわけです。やはり司書の在り方も変わっていかなければいけないし、新しい

時代に向けての、特にデジタル化に向けての人材育成で、今までとちょっと違っ

た視点みたいなのがもしあったらお聞かせいただきたいです。 

 

 ありがとうございます。司書につきましては、これから専門的業務に専念し

て、専門職としての能力を発揮すべきだと考えております。具体的には、中上委

員から御指摘がありましたレファレンスサービスや、良い本の選書、それから学

校連携、地域連携等だと思っております。図書館業務全般を見ますと、窓口にお

ける貸出や返却、書架への配架や物流など、いろいろなことがございますが、こ

れからは、今申し上げましたような専門的業務にだんだん特化して行政サービス

をしていく。それから、お話があったデジタル化にも対応した地域と図書館、人

とまち、人と本をつなぐ司書が求められていると考えておりまして、そのように

人材育成をしてまいります。 

 

 御報告ありがとうございます。私も一つの市民ワークショップにも参加しまし

たが、そのときの資料を改めて今回の素案とセットで見返しました。そのワーク

ショップのときに配られた資料の中で、ありたい横浜市の図書館の未来の姿を共

に学び、共に考え、共に創るシチズンセンタードデザイン、市民中心のデザイン

と書いてありました。この言葉にもあるように、横浜市の一番の強みというのは

市民力だと思いますので、どうしたらそこをしっかりと生かした図書館像になっ

ていくかということは、このプロセスもですし、実際に出来上がっていく素案の

中でもより注力しながら、今回の素案を改めて全部見てみました。そうしたとき

に、大きなキーワードだと思ったことが三つありまして、一つは市民参加と市民

創造、もう一つは協働、三つ目はデジタルシフトとデジタル技術だと思っており

ます。 

 それを踏まえて、思ったことの前にいくつか質問というか確認をしたいと思っ

たことがございます。新たな図書館像のところの下にある絵ですが、左側に小さ

な丸と右側に大きな丸があると思います。そこに「協働による拡張」と書いてあ

って、その先に「まちと図書館をつなぐ多様な入口」であったり「ＷＥＢと図書

館をつなぐ多様な入口」という丸がそれぞれ書いてあって、その更に下側に「ま

ち・地域とのつながりによる拡張」という幾つかのキーワードとして、拡張、協

働、入口というのがあるのですが、この関係性を改めて御説明いただいてもいい

ですか。 

 

 ありがとうございます。こちらの図には色がついていて、緑の部分が図書館の

中や図書館の関係、図書館とまちであったり、地域との関係の中で動いていくも

ので、その外側というのが、逆に、まちと地域が主体で、そこに図書館が関わっ

ていくような、図書館が中心なのかまちと地域が中心なのかというのは少しいろ

いろあるかとは思いますが、図書館の、内外と言うとおかしいですけれども、そ

れを表しています。「まちと図書館をつなぐ多様な入口」については、例えば活

動するときに、これまで図書館は本が入口だったと思いますが、図書館の中で皆

様といろいろ活動していく中で、イベントから図書館の本に触れていただいた

り、図書館の入口をいろいろ増やしていくというイメージでございます。また、

ＷＥＢの部分につきましても、今まで、本日も委員からいろいろ御意見・御指摘

いただいた、情報社会、情報空間での活動というのもこれから活発になっていく
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と思いますので、例えば情報空間から図書館にアクセスする、それは図書館のデ

ジタル部分でアクセスするみたいなところで、デジタルの中での図書館活動と言

うとおかしいですけれども、そこも少し意識させていただいたところでございま

す。 

 

 ありがとうございます。「協働による拡張」において不可欠なことというのは

どんなことだと今感じていらっしゃいますか。 

 

 図書館だけが主体、主役というよりは、やはり皆様と一緒に同じパートナーと

して、どちらかが主・従ではなくて、平等な関係と言うとおかしいですけれど

も、パートナーとしてお互いの関係、対等な関係でのつながりというのが、まず

は重要かなと思っております。 

 

 同感です。その先に、右側に「創出される新たな知識・価値」と書いてありま

すが、こういった様々な図書館内外の協働・連携によって、その右側に書いてあ

ることとのつながりを補足いただいてもよろしいですか。 

 

 右側の方につきましては、図書館での活動ですとか、地域の皆様との協働での

いろいろな活動により、新たに今までにないもの、今までにない知識を生み出

す、そのようなところを考えておりまして、図書館や地域、ＷＥＢ空間でいろい

ろ情報交換、意見交換、知の交換をしている中で、新たな取組、新たな知、新し

いイノベーションが生み出されるということを今は想定しております。 

 

 今のはすごく大事なポイントだと思うのですが、それはどこかに書いてあるの

ですか。図の中には書いてあるのはそうなのですが、図書館の中で起きていく

様々なことから新たな知をつくっていくというところは、文章としてはあるので

しょうか。 

 

 例えば５ページのところですと、「新しい“わくわく”」というところで、少

し新たなものをつくっていくということを記載しているつもりです。あと、11ペ

ージの「基本方針２ あらゆる市民のための図書館」のところです。３行目の

「様々なつながりと新たな発想を生み出す、交流・創造・発信の拠点となりま

す」というのと、一番下の「体験・交流・創造・発信の拠点となります」と書い

てある箱の四つ目、一番右側の「新たな知識・価値を創造し、発信する機会をつ

くります」ということで、図書館の中で新たな価値を生み出すということを今は

想定しております。 

 

 ありがとうございます。そうした大事なキーワードがしっかりと浮き立ってき

て、横浜市はこういうことを目指しているということがより伝わると良いなと、

今、御説明を聞きながら思いました。今の話も踏まえて、この前読んだ一つの記

事の中に、東京大学の先端科学技術研究センターに中邑賢龍先生という方がいら

っしゃって、その方が書いていた言葉ですが、「これからというのは、無計画・

無目的な学びの場が必要だということであったり、いろいろなことがブラックボ

ックス化していく中で、その中をのぞき込んでみたいと思うような人づくりとい

うのがすごく必要だ」という話が書いてありました。 

 それを読んだときに、これは本当に図書館にも通じることだと思いました。い

ろいろなことのキーワードの中に、いかに図書館が良いサービスをしていくかと
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いうことは書かれていますし、それはすごく大事なことで、居心地の良さだった

り遊びの部分だったり体験の部分というのは、ぜひもっと更に増やしていただき

たいと思いつつ、全部をサービス化しない。計画し過ぎてそこに余白がなくて、

ただそこに乗っかるだけというような空間にするのではなくて、市民に委ねてい

く、その部分も一緒に創っていくというところをぜひ残していただくのが、一つ

のキーワードとしてしっかり残っていくと良いなと思っています。ただ、無計

画・無目的というのは、何もシナリオをつくらないというわけではなくて、交流

が生まれるような仕掛けとか、人が出会いたくなるような導線を作ったりなど、

そこで実際に思わぬ知識の交換が起きるような、そこはしっかりとシナリオづく

りをしたほうが良いと思うので、そこをしないというわけではないのですが、そ

このバランスはぜひ今後、更にこの素案をつくっていく中でも押さえていただき

たいと思います。 

 この前、スウェーデンの幼稚園の先生たちが読む本を日本語訳したものを読ん

でいたのですが、子どもたちは何歳から民主主義を学べるのだろうかということ

が書いてある本だったんですね。結論としては０歳からということが書かれてい

ました。教育だったり図書館におけることというのも、一人ひとりが自分の意見

を持ったり、意見が違うことがすごく大切にされることとか、意見が違ってもそ

れを安心して出せるには居心地のいい空間が必要ですし、安心できる心理的な安

全性も必要ということで、そこの部分を今回、図書館でつくっていくということ

で幾つか散りばめられているので、すごく良いなと思いました。 

 ただ、そこにとどまるのではなくて、意見が違うよね、居心地いいよね、出せ

るよね、だけではなくて、その先に、それでも共にどのように創っていけるかと

いうこと、創造というところがありますが、そこにはかなりの面倒くささがあり

ます。その違う中でつくっていくことは簡単ではないけれども、一人ひとりがそ

の力をもつけていくということが、図書館の中でもどのようにそれをみんなで学

んでいけるのか、つくっていけるのかということも、ぜひ一つ意識できると良い

なと思いました。ただみんな違ってみんな良いみたいなところで終わらない。み

んな一人ひとりがただ学びを深めて知識をつけていくだけではない、共に創造す

るためには、そこの部分を深める必要があると思うので、そこをどのように入れ

込んでいくかというのは、横浜市図書館ビジョンの中では少し難しいですが、す

ごく大事なキーワード、ポイントだと思うので、ぜひそこはと思います。 

 あと、デジタルシフトのところについては、デジタルとリアルの違いというの

は、その境目はすごく小さくはなってきていますが、一番のデジタルの特徴とい

うのは編集のしやすさ、短いスパンで作ったり編集したり消したり、またもう一

回つくり直したりできるということが、やはり大きな特徴だと思います。それイ

コールどういうことかというと、いろいろな市民の人が参加できて、共にトラ

イ・アンド・エラーがたくさん繰り返せるということだと思いますので、ぜひデ

ジタルのことが、単なる効率化とかアクセスを高めるだけではなくて、共につく

れるところにどうやってそれが生きていくのかというところもぜひ意識したデジ

タルの活用というのを押さえていただければと思いました。以上です。 

 

 ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。それでは次に、「横浜市文化

財保存活用地域計画（素案）の策定について」、所管課から御報告いたします。 

 

 生涯学習文化財課長の小野寺と申します。よろしくお願いいたします。本日、

御説明差し上げますのは、「横浜市文化財保存活用地域計画（素案）の策定につ

いて」の御報告となります。お手元に資料としてＡ３の資料、計画の概要版の資
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料、素案の冊子の本体をお配りしておりますが、御説明はＡ３の資料で差し上げ

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、お手元の資料「１ 計画作成の背景（国の動き）」を御覧くださ

い。過疎化・少子高齢化等の社会状況の変化を背景に、各地域の貴重な文化財の

滅失・散逸等の防止が喫緊の課題であり、従来価値付けが明確でなかった未指定

を含めた有形・無形の文化財をまちづくりに生かしつつ、文化財継承の担い手を

確保し、地域社会総がかりで取り組んでいくことのできる体制を整備することが

必要とされ、平成30年に文化財保護法が改正されました。この法改正に伴い、都

道府県が策定する文化財保存活用大綱、市町村が作成する文化財保存活用地域計

画の、文化庁による認定等が制度化されました。この計画によって期待される効

果ですが、その下に３点書いております。国の指針では、各地域における中・長

期的な観点からの文化財の保存・活用のための取組の計画的・継続的な実施の促

進、地域の文化財行政が目指す方向性や取組内容の可視化、文化財の専門家のみ

ならず多様な主体が参画した地域社会総がかりによる文化財の次世代継承に向け

た取組の促進が挙げられています。 

 次に、「２ 計画作成の体制」を御覧ください。本市では、平成30年の法改正

を受けまして、国の指針に基づき、文化財関係者のほか、文化・まちづくりに関

する団体、市民団体等で構成する「横浜市文化財保存活用地域計画作成に関する

協議会」や、文化財に関する有識者で構成する「横浜市文化財保護審議会」から

御意見を頂くとともに、文化庁や神奈川県による指導・助言、公益財団法人横浜

市ふるさと歴史財団等の協力のもと、作成を進めています。作成した計画は、文

化財保護法第183条の３に基づき、文化庁への認定申請を行います。 

 次に、「３ 今後のスケジュール」を御覧ください。今年度は、先日12月13日

に市会常任委員会に報告いたしました。また、本日の教育委員会で素案を御説明

した後、市民意見募集を12月22日から開始予定でございます。また、２月に文化

財保存活用地域計画作成に関する協議会、横浜市文化財保護審議会を開催し、３

月に市会常任委員会及び教育委員会で原案を報告するとともに、文化庁に原案を

提出いたします。令和６年度は、６月に文化庁に認定申請を行い、７月の認定を

目指しております。 

 次に、「４ 計画の位置付け」を御覧ください。本計画での取組は、横浜市中

期計画において、施策30の「主な施策３ 歴史と創造性を生かしたまちづくり」

に位置づけられています。また、第４期横浜市教育振興基本計画では、柱８の

「施策３ 横浜市の歴史に関する学習の場の充実」に位置づけられています。 

 次に、その下「５ 計画期間と進捗管理」を御覧ください。「計画期間」は、

令和６年度から令和11年度までの６か年とします。また、「進捗管理」について

は、年度ごとに施策・取組の実施状況を把握・評価し、横浜市文化財保護審議会

に報告、公表いたします。 

 その右隣、「６ 計画の推進体制」を御覧ください。本計画の推進にあたって

は、文化財保護を所管する教育委員会と庁内関係部署が連携を図るとともに、市

民、関係団体、専門機関等のそれぞれが主体となって参画できるよう、相互に連

携して取り組みます。 

 続いて、資料の右上、「７ 文化財の保存・活用の方向性と目指す姿」を御覧

ください。「方向性」ですが、文化財の保存と活用が対立するものではなく、相

互に効果を及ぼしながら、保存と活用の好循環を実現していきます。また、「目

指す姿」ですが、多様な主体と連携しながら、本市の歴史文化を次世代に継承す

るため、「まもる」「いかす」「つながる」の３つの姿を目指し、取組を進めて

まいります。目指す姿と施策については、後ほど御説明いたします。 
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 「８ 本計画における『文化財』と『歴史文化』」を御覧ください。「文化

財」については、文化財保護法や条例で指定・登録されたものだけではなく、横

浜の歴史文化を知る手がかりとなるものや地域で大切に守られてきたものを「文

化財」として幅広く捉えます。「歴史文化」については、「文化財」と、文化財

が置かれている自然環境や周囲の景観などの「文化財の周辺環境」が一体となっ

たものを「歴史文化」とします。 

 次に、「９ 本市の歴史文化の特徴」を御覧ください。本市には、先史時代か

ら培われてきた文化財が継承されており、開港を契機に近代文明開化の地となっ

た経緯もあり、個性的な街並みが形成されています。本計画では、本市の歴史文

化の特徴として、「① 海と川とともに暮らした先史から古代の人々」「② 鎌

倉文化の広がり、戦乱と地域の再編成」「③ 陸路と海路が交差する江戸の玄関

口」「④ 開港に始まる国際性と近代性」「⑤ 谷戸や海辺で営まれた暮らし」

の５つにまとめています。 

 資料の裏面を御覧ください。次に、「10 本計画の体系」でございます。本計

画では、「まもる」「いかす」「つながる」の３つの目指す姿を実現するための

課題を整理し、３つの「方針」と12の「施策」を設定いたしました。左側の「３

つの目指す姿と課題」の上段「まもる」を御覧ください。「まもる」では、横浜

の歴史文化が市民に受け継がれ、大切に守られている姿を目指します。その下の

「課題」としましては、文化財の継続的な把握調査等の実施、埋蔵文化財調査の

継続的な実施、文化財所有者等に対する支援などがあります。これに対して、

「方針１ 調査の充実と適切な保存」を設定いたしました。この方針に基づきま

して、施策は施策１から施策５までございます。「施策１ 文化財の把握調査、

詳細調査などの実施」「施策２ 埋蔵文化財調査の実施」「施策３ 制度による

保護の推進」「施策４ 文化財の防災対策」「施策５ 収蔵施設の整備」の５つ

の施策に取り組みます。 

 資料の左側の緑色のところ、目指す姿の２つ目「いかす」を御覧ください。

「いかす」では、多様な主体により、様々な視点で文化財が生かされている姿を

目指します。「課題」としましては、文化財への理解促進と価値に配慮した活

用、文化財に触れ、親しみを感じる機会の創出があります。そちらに対しまし

て、「方針２ 文化財の特性に応じた活用の推進」を設定し、施策６から施策10

までの施策を設定しております。「施策６ 歴史文化を身近に感じ、学ぶ機会の

充実」「施策７ 地域活動の活性化」「施策８ 歴史を生かしたまちづくり」

「施策９ 文化財を活用した文化芸術活動」「施策10 文化財を活用した賑わい

創出」の５つの施策に取り組みます。 

 下段、目指す姿の３つ目「つながる」を御覧ください。「つながる」では、文

化財を核として多様なコミュニティやつながりが生まれている姿を目指します。

「課題」としましては、情報発信の充実、新たな担い手や守り手の創出、相互連

携・協力体制の整備があります。方針３を定めまして、こちらでは「方針３ 多

様な主体がつながる仕組みづくり」を進めてまいります。この方針に基づいて、

「施策11 情報の公開、発信の強化」「施策12 連携事業の推進と人材育成」の

２つの施策に取り組みます。 

 続いて、資料の右上、「11 文化財の総合的・一体的な保存・活用」を御覧く

ださい。本計画では、多種多様な文化財を、特定のテーマごとに捉えた「関連文

化財群」と、文化財が集中する特定の区域である「文化財保存活用区域」を設定

いたします。「関連文化財群－９つのストーリーと構成する文化財－」について

は、個々の文化財を共通のストーリーで関連付け、横浜の歴史文化を分かりやす

く伝える取組を進めます。ストーリーについては、「①海と川とともに暮らした
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先史から古代の人々」「②武家社会下の交易・交通と文化」「③横浜開港―国際

貿易港のあゆみ―」「④シルクがもたらした繁栄」「⑤コスモポリタン都市―文

化の交差点―」「⑥近代都市を支えたインフラストラクチャー」「⑦焼け跡から

二度よみがえった都市」「⑧谷戸・里山と横浜の原風景」「⑨地域が育む祭礼・

行事」の９つを設定し、それぞれのストーリーを構成する文化財をまとめていま

す。 

 その下、「文化財保存活用区域」については、文化財が集積する４区域におい

て、文化財の一体的な保存活用を図り、文化的な空間の創出を目指します。本計

画では、「①関内区域」「②山手区域」「③三溪園区域」「④称名寺・朝夷奈区

域」の４区域を設定し、庁内関係部局と連携しながら取組を進めてまいります。 

 御説明は以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 説明が終了しましたが、御意見・御質問等ございますか。どうぞ。 

 

 説明ありがとうございます。たしかこういう文化財の保存活用地域計画などを

策定するのは初めてですよね。よくまとめられたと思うのですが、この発端は、

国が文化財保護法を改正して、まさにここの「期待される効果（国の指針）」の

中にあるように、従来の保存活用だけでなく、また、文化財の専門家だけでなく

多様な関係者が参画して地域社会総がかりで文化財の次世代継承という、私はこ

こが結構大事なところだと思います。どうしても、文化庁に事前に申請して例え

ば修理するとか、計画・設計から全部、文化庁のＯＫが出ないとできないわけで

すが、そうではなくて、やはり大事なのは、保存だけでなく活用というところが

これからの時代には求められるし、まさに生涯学習文化財課ですから生涯学習に

結びつけていかないと、何のための保存か分からないわけですよね。ここの右の

ほうにありましたように文化庁の補助金が欲しいわけですから、どうしても「ま

もる」というところにエネルギーを使ってしまうわけです。ただ、そうではなく

て、ここに書いてあるように「いかす」とか「つながる」とか、この辺りがやは

り大事です。 

 具体的に私自身の経験で言いますと、係長の頃でしょうか、これも前に言った

ような気がしていつ言ったか忘れてしまったのですが、文化財担当の人と一緒に

山手の外国人住宅の庭の境界石を了解を得て掘り起こすというボランティアをし

ました。また、中区に勤務していたときは、開港記念会館のステンドグラスを改

修するのに、あれも計画、設計は文部科学省からがんじがらめに言われるわけで

す。その対応も大変だったのですが、そのときに、ステンドグラスのマイスター

のお力をお借りして、その機会に改修のプロセスも全部見せるとともに、中区の

名所にあるステンドグラスを市民公募して、それを一緒に関連イベントで行っ

て、そのステンドグラスを復元する意味を市民と共有したわけです。こういうの

を話し出すと切りがないのですが、真葛焼を掘り起こすときに、民間企業の開発

をストップしてから昔の陶器を掘り起こすわけです。それも短期間に行わなけれ

ばいけないから、ボランティアがすごく必要なのです。生涯学習文化財課の職員

も自らボランティアをしていましたが、そういうときに、ちょっと期間を長くし

て市民ボランティアでやれば、今は時間を持て余してボランティアを行いたいと

いう高齢者がいっぱいいるわけですよね。そうすると、市民にとっての文化財の

意味も非常に分かってくるし、どうやって行うかとか、活用するかとか、ここに

視点を置いたコンセプトが入っていて、これを聞いてやはり良いことだなと思う

ので、ぜひ市民参加できるような文化財の活用の計画を行わないと文化庁の補助

金がつかないというだけではなくて、実質的にこれにエネルギーをかけられるよ
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うに、生涯学習につながるように計画を充実していただきたいと思います。これ

は意見です。 

 

 よろしいでしょうか。ほかに。 

 

 今、中上委員が言ったように、こういったものがしっかりできて、将来的なと

ころに、ＥＳＤ教育は今盛んに言われていますし、どうつなげていくかというこ

とがものすごく重要だと思っています。ぜひ横浜市にとどまらないで、大学など

も含めて連携されるともっと良いのではないかと思います。本市にはユネスコス

クールが幾つかありますよね。そういったユネスコスクールをこういったものの

ＥＳＤ教育にどうつなげていくか。横浜国立大学などもＥＳＤ教育は、ユネスコ

チェアを取ってものすごく進んでいます。里山教育もものすごく進んでいます

し、例えば水一つ取っても海と川があって、それがどう流れて今水脈がどこかと

か、まさしく過去をしっかり知ってつなげていくことが未来につながっていきま

すから、ぜひそういった発展性をこれからも考えていただければと思います。以

上です。 

 

 ほかにいかがですか。 

 

 文化財保護というものは、私はイコール横浜を知るということにつながってい

るのではないかと受け取りました。目指す姿の「いかす」の施策６の中に「学ぶ

機会の充実」という項目があります。概要版ではなくて分厚い本編のほうに「第

１章 横浜市の概要」という欄があって、私はこれをずっと読んでいったのです

が、横浜市ってこうなんだ、河川が56もあるんだとか、いろいろなことを新たに

知った次第です。これで横浜市を知るきっかけというか、勉強しようという機会

が生まれてくれば良いかと思います。今、横浜市のことを知る授業は、小学校で

総合学習の中に一つと、あと、中学校の社会科の授業の中に一部あるようです

が、もっと働きかけて、横浜市を知る授業みたいなものをもうちょっと取り入れ

ていただいても良いのではないかと思います。あなたはどこの出身ですかと聞か

れて、神奈川県とは答えないし、南区とも答えないで、皆さんは大体、横浜市と

答えますよね。では、横浜市ってどんなまち？と問われたときにきちんと説明で

きるかというと、私はやはり説明し切れません。約377万の人口でとか、そのぐら

いのことしか言えなくて、面積なんか私は全然知らなかった話でした。これをき

ちんと横浜市で学ぶ人間に教えなければいけないのではないかと思います。それ

が郷土愛にもつながるし、ＳＤＧｓにもつながっていくし、ひいては文化財保護

という気持ち、マインドにもつながっていくのではないかと思いますので、学校

教育の教科にはなり得ないですが、ぜひ授業の中でもっと拡大して取り上げてく

れという声を上げていただきたいなと思います。できれば夏休みの補習授業みた

いなものでばっと行っても良いかなぐらいの、そうしたら私も参加したいと思う

ぐらいのものなので、もっと横浜市を知ろうという機運を高めていただけたら

と、そういうことに使っていただけたらと思いました。 

 

 御意見ありがとうございます。学校との連携は、現在も博物館に来ていただい

たり、訪問授業等を行っております。また、教員の方に授業で使っていただける

ような動画コンテンツの開発なども公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団で行っ

ておりますので、そういったこれまでの蓄積も踏まえながら、連携をまた進めて

まいりたいと思います。ありがとうございます。 
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小野寺生涯学
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大塚委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各学校個別の取組になりがちなところを、もうちょっとみんなのパワーを集結

して、もっときちんとやれるように、取り組めるように、強く圧力をかけていた

だきたいと思いました。 

 

 文化財保存活用地域計画の御報告ありがとうございます。中上委員がおっしゃ

るように、本当に内容の濃いものをお作りになったと思います。その中で私がす

ごくなるほどと思ったのは、文化財の保存と活用が対立ではないんだというとこ

ろを本当に明確にしていただきました。私は学校現場出身なので、どう活用して

いくかということに非常に意味があると思っています。本計画で目指す３つの姿

の最終的な出口が、横浜の歴史文化の次世代への継承。その継承に関してです

が、この地域計画の49ページの課題９というところで、「新たな担い手や守り手

の創出が必要」と課題を書かれています。本当にそのとおりだと実感します。次

世代に継承するというのがいかに難しいかということや、祭り等の無形民俗文化

財は人から人へということで、地域が主体になって、そこに生きる人たちがつな

がり合って、その無形民俗文化財をつなげていっていらっしゃる生の姿というの

は、学校現場からいつも肌で感じさせていただいていました。 

 あわせて、今、四王天委員がおっしゃったように、総合的な学習の時間や生活

科などで、小学校、中学校も総合的、高等学校になれば探求学習ということで、

学校としては地域に根差した授業というのを子どもたちが主体になって展開して

います。生涯学習文化財課の皆様方も本当に御多用な中で、学校現場の授業を参

観する、そういった機会というのはございますか。訪問授業に行かれるというこ

とは伺ったのですがいかがでしょうか。 

 

 訪問授業などは、生涯学習文化財課の私ども埋蔵文化財に関する専門の職員と

公益社団法人横浜市ふるさと歴史財団の職員が一緒になって行っておりますの

で、そういった機会に行かせていただいています。それに我々のほうは講師を務

めない職員なども参観して、どのように児童生徒の方が興味を持っていらっしゃ

るかみたいな姿も含めて拝見していることはございます。 

 

 ありがとうございます。小学校・中学校・高等学校それぞれが、子どもが主体

になった授業というもの、地域に対する愛着の気持ちを持つとか、それから、先

ほど四王天委員がおっしゃったように、自分たちのまちを好きになる、愛着する

気持ちを持つとか、そういった授業というのが本当に丁寧に積み重ねられている

ので、ぜひそれをまた御覧になっていただいて、それが活用とどうつながるかと

いうアイデアがきっと湧いてこられるのではないかと思うんですね。そこを強く

お願いしたいと思います。 

 そういう子どもたち又は児童生徒の授業の取組が、これからの新たな担い手づ

くりというものに直結していくと思います。できれば文化財があるそのまちで、

子どもたちが直にその文化財を肌で感じるような取組というのがこれから多く行

われると良いなと思っていますが、今のところはまだ、横浜市歴史博物館等に出

向いていくとか、出前授業をしていただくとかという、大きな一つの行事として

設定しないとなかなか実現しないというところは、一つ改善したいところだと思

います。身近な文化財を身近にどう生かしていくかということをぜひ視野に入れ

て、生の授業をまず見ていただければと思います。要望です。よろしくお願いい

たします。 
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 ほかにいかがですか。 

 

 御報告ありがとうございます。幾つかのデータを素案の中で見ていく中で、文

化財所有者に対する支援、特に保管・保全におけるコストがかなりかかりますよ

ね。そこに対しての課題感というのが出ていたと思いますが、その課題感という

のはどんな感じなのか、もう少し教えていただいてもいいですか。 

 

 文化財の所有者や、守る側の課題感ですね。 

 

 

 はい。 

 

 やはり文化財を所有・維持管理していく上での費用ですとか、あとは所有者も

高齢化しますので、どなたが守っていくかというような問題もございます。どう

しても個人の方や小さい団体ですと、そういった問題を解消しづらいというとこ

ろがあります。補助金などで修繕などの費用をお出しできる部分もありますが、

全額ではなかったりしますし、あとは指定などされていないと使えない補助金だ

ったりというところもございますので、そういった維持管理ですとか、また、日

常を毎日見せられれば御理解も深まったり、あるいはちゃんとした施設などがあ

れば入館料などを取ったりとかできるかと思いますが、そうではないものもあり

ますので、今申し上げたような課題があります。 

 

 なるほど。ありがとうございます。今回、今までの様々な御報告を文化財の関

係で聞いていた中で思っていた疑問というのがこの計画でかなり整理されたと思

っていますし、方向性として「まもる」「いかす」「つながる」のつながりです

とか、あと、９つのストーリーでそれを分かりやすく伝わるようにしていくとい

うのは素晴らしいと思いました。ほかの委員の皆さんからもあるように、これか

ら更に「いかす」というところに力を入れていくときに、それぞれ「まもる」も

大変だし「いかす」も大変だし、今の課題感を聞きながら、どこにより重点を置

いていくのかというのはすごく難しい話だと思いました。 

 私も知っている事例で、７月14日の「八坂神社のお札まき」の横浜市指定無形

民俗文化財があります。その日に合わせて戸塚区全体の各商店会から200人ぐらい

のボランティアの人たちが集まり、夜中の掃除から翌朝の掃除まで全部地元の住

民の人たちとか商店の皆さんたちで行って、それに向けて半年かけて準備して、

実行委員会もつくって、組織立って警備もみんなでして、協賛も集めて全部それ

をやっています。一つの横浜市指定無形民俗文化財がある、その伝統を何とかみ

んなで守って次の世代に引き継ぎたいという思いが中心にあると、これだけのこ

とができるんだなと思っています。 

 逆にそれはお祭りという、非常に人にとって身近な、誰でも行けるような舞台

があるからこそ、その気持ちも引き継がれやすいですし、みんなの気持ちも集ま

りやすいと思ったり、あと、観光のようなことがあれば、経済的なこととか文化

的なこと、社会的なことへの還元も見やすいのですが、今の冒頭にお話ししてい

た課題感、そのどちらにも当てはまらない場合、どのようにしていくかというと

ころについては何かお考えというか、「いかす」というところにどうつなげてい

くか、今お考えはありますか。お祭りとか観光は私もイメージできるのですが、

それ以外があまりイメージできません。 
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中上委員 

 

 

 

 

 

 

 

 今、事例として挙げていただいたのは、無形の文化財をイメージされている部

分が大きいのではないかと思います。無形の文化財でもやはり担い手の不足みた

いなところではお悩みをお持ちだったり課題のあるところだとは思いますが、そ

ういった無形の文化財ではなくて有形の文化財で個人所有だったり、あとは建物

もそうですし、建造物などの修繕などには多額の費用がかかってくるところがあ

りまして、なかなか一足飛びにすぐ課題解決というところには至らないかもしれ

ません。ただ、存在を、ここにこういう文化財がありますよということを、私ど

もだったり関係団体のところ、あるいは支援することによって地域の方が、区役

所も含めて情報を共有していただくことによって、支援の輪みたいなところで、

もし可能であればお金ですとか人手的なところが、ボランティアの参画なども含

めて広がっていけば良いなと思っております。 

 直接的には関係ないのですが、一つの事例として、私たち教育委員会事務局の

生涯学習文化財課が管理団体として携わっております称名寺のクラウドファンデ

ィングを今回実施させていただいています。そういったところでも御支援の輪が

広がっていますので、例えばそういったクラウドファンディング的なところを活

用してみるというような取組も一つですし、まずはこういう貴重なものが横浜市

にありますよ、身近にありますよということを知っていただくことを契機とし

て、いろいろな取組を検討していきたいと思います。 

 

 よろしいですか。ほかに。 

 

 一つだけ気になっていることで、この素案の「はじめに」というところが白紙

なのですが、ここは短くて良いので、どんなことを記載されるのですか。細かい

ところが結構気になるのですが。 

 

 申し訳ございません。原案のときは載せていくことになるかと思いますが、こ

ちらの計画策定の趣旨が入ってくることになると思いますので、今、皆様から御

意見いただいたような観点なども盛り込めればと思っています。まずはこの計

画、中上委員からも御発言がありましたように、横浜市で初めて文化財に関して

つくる総合的な計画ということで、課題や問題点の可視化によって関係者の皆さ

んが課題感を共有し、そうすることによって取組をみんなで進めていくきっかけ

になるというところを期待して、今後の横浜市、横浜市民の未来のために皆さん

で歴史文化を大切に守り育んでいきましょうと。そのような内容になろうかと思

いますが、まだ正確には検討中でございます。 

 

 中身的には分かりましたが、読み物というのは「はじめに」にどういうインパ

クトがあるかで、「読んでみようか」「めんどくさいな」が決まってくると思う

ので、ぜひ期待しています。以上です。 

 

 まだ議題もあって押しているところですが、どうしてもなかなか言う機会がな

いので、あえて話します。先ほどの四王天委員と大塚委員の話に関連で、先ほど

私、生涯学習の市民参加の活用を大いに行ってほしいということをお願いしたの

ですが、例えば学校との連携を考えたときに、神奈川区の神奈川台場の復元とい

うのがありますけれども、あれは民間企業のＮＰＯ法人の皆さんの力で推進教育

を行って、発掘もバックアップして、お金がかかりますよね。生涯学習・文化財

課の予算でどこまでできるかというと全然できないですから、やはり民間企業の

力を借りて、民間企業の社長たちがお金を出してブックレットまで作って、その



20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鯉渕教育長 

 

 

 

 

 

 

各委員 

 

鯉渕教育長 

 

 

 

佐藤インクル

ーシブ教育エ

グゼクティブ

マネジャー 

 

須山学校支

援・地域連携

課長 

 

 

 

 

 

ブックレットを学校に寄附してくれているんですね。自分たちの身近にこんなに

いい題材があるんだよと。そのように、生涯学習の生きがいだけではなくて、市

民のＮＰＯ法人のファンドもそうでしょうし、その力をお借りすれば、学校の、

まさに横浜市を愛する子どもたちの教育にもつながると思います。 

 四王天委員のお話でも、横浜市の歴史を知るということは非常に大事で、話し

出すと幾つも例があるからもうやめますが、例えば、今度、２月に横浜市歴史博

物館の企画展で、横浜から輸出したスカーフや、先ほどの真葛焼や家具などの、

特別講演会を行いますよね。それにちなんだ作品がまだいっぱいあるわけです。

実際に私もこの前、中央図書館で調べさせてもらったのですが、例えば関内地区

に、焼き物の真葛焼のことで調べていたら、輸出の外貨を稼ぐための商館が、瀬

戸物の商館だけで70いくつあるのです。工房だけでも40いくつあります。そうい

うことを市民は知らないです。横浜の港からどんどん輸出して、国のために外貨

を稼いだとか。横浜市のそういう歴史すら知らない人が多分いっぱいいると思い

ます。 

 ですから、いろいろそういうことを生涯学習文化財課だけで行うことはできま

せんから、民間の力やボランティアの力を借りて行う計画が本当の横浜らしさだ

し、横浜市を知ることも愛することにつながると思うので、ぜひそういう具体的

な計画をうまく仕掛けて、生涯学習文化財課のスタッフと予算だけではできない

と分かっているので余計、民間の力を借りてと思っています。よろしくお願いし

ます。長くなってすみません。 

 

 ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは次に、議事日程に従い、審議案件に移ります。まず、会議の非公開に

ついてお諮りします。教委第41号議案「学校管理下の負傷事故に係る損害賠償額

の決定に関する意見の申出について」は議会の審議案件のため、教委第42号議案

「教職員の人事について」は人事案件のため、非公開としてよろしいでしょう

か。 

 

＜了 承＞ 

 

 それでは、教委第41号議案及び教委第42号議案は、非公開といたします。 

 次に、教委第38号議案「横浜市立学校の授業料等に関する条例施行規則の一部

改正について」、所管課から御説明いたします。 

 

 インクルーシブ教育エクゼクティブマネジャーの佐藤でございます。教委第38

号議案「横浜市立学校の授業料等に関する条例施行規則の一部改正について」の

御提案、所管課長から御説明いたします。 

 

 

 学校支援・地域連携課課長の須山でございます。議案書を御覧ください。教委

第38号議案「横浜市立学校の授業料等に関する条例施行規則の一部改正につい

て」、お諮りいたします。 

 ２ページを御覧ください。「提案理由」でございますが、横浜市立学校の授業

料等に関する条例の一部改正に伴う関係規定を整理する等のため、横浜市立学校

の授業料等に関する条例施行規則の一部を改正したいので、提案いたします。 

 ３ページは公布の案文でございますが、詳しい内容につきましては、別に用意

させていただきました資料で説明させていただきます。資料を御覧ください。
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「１ 改正の趣旨」でございますが、提案理由と重なりますけれども、令和５年

第３回市会定例会において、横浜市立学校の授業料等に関する条例の一部を改正

しました。この条例改正に関連する規定を整理するため、同条例施行規則の一部

を改正します。 

 次に、「２ 改正の概要」ですが、「（１）高等学校等就学支援金に係る取扱

い(第２条)」として、授業料は、第２条第１項において、３か月分の額を年４回

の納期限までに徴収すると規定していますが、国の高等学校等就学支援金の認定

を受けた場合は、これを授業料に充当することができ、授業料を納付する必要が

なくなります。就学支援金に係る授業料の履行期限等についての取扱いを明確化

するため、高等学校等就学支援金の支給に関する法律の規定に基づいて認定申請

をしている場合は、第１項の規定を適用しないことを規定します。また、就学支

援金の支給がされない場合には、支給されないことが判明した日から30日以内に

期限を付して授業料を請求し徴収することを規定します。 

 次に、「（２）授業料等の還付理由（第３条の２：新設）」については、先般

の条例改正で、既納の授業料等であっても、教育委員会がやむを得ない事由があ

ると認める場合には還付することができる旨のただし書を追加いたしました。こ

のただし書に規定する「やむを得ない事由」について、過納又は誤納の授業料等

があることが判明したとき及びこのほか教育長が特に必要と認めるときと規定し

ます。想定される還付事例として、入学選考手数料を納付した後に減免決定され

たことにより過納となったとき、授業料を納付した後に就学支援金の支給対象と

なったことにより過納となったときなどが見込まれます。 

 ２ページを御覧ください。「３ 意見公募の実施状況について」ですが、同規

則の改正について、意見提出期間を令和５年10月５日から11月６日までとし、意

見公募を実施しましたが、提出意見はありませんでした。意見公募結果について

は、令和６年１月５日に公示する予定です。 

 「４ 施行予定日」は、議決いただいた後、令和６年１月５日の横浜市報に登

載することにより公布し、同日から施行します。 

 次に、３ページを御覧ください。「参考」として、新旧対照表を載せておりま

す。改正内容は先ほど説明させていただいたとおりです。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

 所管課からの説明が終了しましたが、何か御意見・御質問等ございますか。 

 

 これはどれだけの人にインパクトがある話なのですか。 

 

 学校支援・地域連携課担当係長の小野と申します。主に横浜市立高等学校の生

徒がおりますので、そちらの全員が対象となる話でございます。就学支援金に関

しては、横浜市立高等学校の生徒ですと約６割が支給対象となっております。以

上です。 

 

 よろしいでしょうか。特に御意見がなければ、教委第38号議案については、原

案のとおり承認いただいてよろしいでしょうか。 

 

＜了 承＞ 

 

 それでは、原案のとおり承認させていただきます。 

 次に、教委第39号議案「横浜市立図書館規則の一部改正について」、所管課か
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ら御説明いたします。 

 

 中央図書館長の下澤です。図書館に関係する規則の改正２件を御説明いたしま

す。１点目は「横浜市立図書館規則の一部改正について」でございます。資料は

企画運営課長から御説明いたします。よろしくお願いいたします。 

 

 企画運営課長の小田川でございます。よろしくお願いいたします。議案を御覧

くださいませ。教委第39号議案「横浜市立図書館規則の一部改正について」でご

ざいます。 

 おめくりいただきまして、裏面２ページを御覧ください。「提案理由」といた

しましては、図書館サービスの拡充及び利便性向上並びに地方公務員法の改正を

反映させるため、横浜市立図書館規則の一部を改正したいということで、御提案

させていただくものでございます。 

 詳細につきましては、おつけしております資料のほうで御説明させていただき

たいと思います。右上に教育委員会資料と書かれております資料を御覧いただけ

ますでしょうか。「１ 改正の趣旨」でございます。令和６年１月15日から図書

館情報システムを更新いたしまして、既に教育委員会でも御報告させていただい

ておりますとともに、市民の皆様にも御案内をしているところでございます。こ

ういった、さらなる利便性の向上を目的とした一部機能の拡充に伴いまして、登

録手続及び個人貸出しの手続等に関する規定の一部を改正させていただきたいと

考えております。あわせまして、現在、試行実施しております電子書籍、こちら

はコロナ禍を機に非来館サービスの充実ということで試行実施を始めたものでご

ざいますが、こちらを図書館のサービスとして位置づけるために規定を追加した

いと考えております。また、地方公務員の定年年齢引上げに伴いまして、職員及

び職務に関する規定の一部を改正いたします。 

 「２ 主な改正内容」についてでございます。「（１）登録及び個人貸出しの

手続について」。図書館資料の館外貸出しを受ける場合は、従来通り図書館窓口

で登録し、図書館カードを使えることにするのに加えまして、新たに図書館情報

システムで登録し、スマートフォン等に表示された利用者番号、いわゆるデジタ

ル図書館カードを使えるようになります。これを踏まえまして、「図書館カー

ド」に係る記載を「利用者番号」に変更いたします。「（２）電子書籍の利用に

ついて」でございます。現在、試行実施している電子書籍を図書館のサービスと

して本格実施することに伴いまして、既に行われております現状の事業内容、利

用点数、利用期間等を追加いたします。「（３）職員及び職務について」でござ

います。地方公務員の定年年齢引上げに伴いまして、横浜市で新たに設けます

「キャリアスタッフ」につきまして、既に「地方公務員法の一部を改正する法律

の施行に伴う関係条例の整備に関する条例」が制定され、また、「横浜市教育委

員会事務局事務分掌規則」についても既に改正が行われているところでございま

す。これらに合わせまして、「横浜市立図書館規則」においても、キャリアスタ

ッフを追加いたします。 

 「３ 規則等に係る意見公募」につきましては、「（１）意見公募期間につい

て」にございますとおり、令和５年10月12日から令和５年11月10日まで行ったと

ころでございます。公募の結果でございますが、「（２）意見について」にござ

いますとおり、合計で12件頂戴しておりまして、条文についての２件については

反映させていただきたいと考えております。そのほか、10条、20条、その他につ

いての10件につきましては、参考とさせていただきたいと思っております。後ほ

ど内容について御説明させていただきます。「（３）意見公募結果の公示につい
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て」は令和６年１月５日、「４ 施行年月日」につきましては、令和６年１月15

日を考えているところでございます。 

 次の２ページを御覧いただければと存じます。意見公募の結果でございます。

１番、２番に関しましては、条文についての御指摘でございますので、反映とい

うことで、読点の削除ですとか見出しの追加などを反映したいと考えておりま

す。 

 ３番からは内容に関する御意見ということで、３番の個人貸出手続につきまし

ては、スマホを持っていない利用者はどうすればよろしいのかというような御意

見でございましたので、考え方といたしましては一番右にございますとおり、従

来の方法でも引き続き貸出しができるという形になっております。 

 また、その下４番、電子書籍の利用に関しまして、２点では少な過ぎますとい

う御意見を頂戴しておりますが、こちらにつきましては、多くの方に御利用いた

だけるようにお一人２点以内ということで、今後の取組の参考とさせていただき

たいと考えております。 

 ５番目、電子書籍を活用した視覚障害者等の読書環境の整備ということで、電

子書籍の障害者利用と特定電子図書資料の整理や利用拡大につきまして、20条に

明記すべきではないかという御意見を頂戴しておりますが、こちらの規則に掲載

するには詳細な事項ということでございまして、今後の施策検討の参考にさせて

いただきたいと思っております。 

 ６番、同じく電子書籍を活用した視覚障害者等の読書環境の整備でございます

が、下線のところにございますとおり、様々な機器につきまして、館内の整備で

すとか啓蒙活動などにつきましても明記してよいのではないかという御意見を頂

戴しております。こちらにつきましても詳細な事項であるため、施策検討の参考

にさせていただきたいと考えております。 

 ３ページを御覧くださいませ。７番、同じく電子書籍を活用した読書環境の整

備でございます。下線のところでございますが、音声再生に対応していないスマ

ートフォン、タブレットがまだまだ流通していることを踏まえまして、端末の貸

出しにつきましても明示的に規定すべきという御意見を頂戴しております。こち

らにつきましても詳細な事項であるということで、施策検討の参考にさせていた

だきたいと考えております。 

 ８番、電子書籍を活用したサービスということで、「多文化サービス」への言

及をすべきではないかという御意見を頂戴しておりますが、こちらも詳細な御意

見ということでございますので、今後の取組の参考にさせていただきたいと考え

ております。 

 ９番、その他、予約の多い本への対応ということで、予約人数が多くて在庫が

少ない本などについて、もう少し努力をしていただきたいという御意見でござい

ます。こちらにつきましては、限られた予算の中、所蔵冊数、同じテーマの本の

所蔵状況を考慮しながら、冊数を検討しているところでございます。 

 10番、予約についてでございます。現在の予約冊数は６冊でございますが、10

冊にしていただきたいという御希望でございます。こちらは右側にございますと

おり、予約冊数を増やすことで、人気の図書への予約数が増えるということ、そ

して、お待たせしてしまうという懸念がございます。また、実務的には、図書の

配送量や、予約の取り置き棚の保管スペースの不足などがございますので、６冊

ということにしております。 

 11番、返却場所の増設ということで、こちらの御希望につきましては今のとこ

ろ予定はございませんが、今後の取組の参考にさせていただきたいと考えており

ます。 
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 最後に12番、図書館情報システムについてということで、「蔵書検索ページ」

の改修に合わせまして、現在、手打ちで入力をしている部分について、リストを

活用できるようにしてほしいということと、一覧で表示できる件数などについて

多くしてほしいというものでございます。こちらにつきましては、手打ちで入力

しなければならないものについて、実際にチェックボックスでお選びいただける

ようになるということ、また、「表示件数」につきましては、皆様の御意見やシ

ステムの負荷を考慮する必要があるということで、今後の参考と考えておりま

す。 

 資料の御説明につきましては以上でございます。御審議のほどよろしくお願い

いたします。 

 

 所管課からの説明が終了しましたが、御意見・御質問等ございますか。 

 

 市民意見の中で、３番の方なのですが、「私は体調を崩しやすいので、その際

には家族にカードを渡して、代わりに本を受け取ってもらう」、これは十分考え

られるケースで、想定されると思います。一方、この前のページにありますけれ

ども、図書館カードの裏の規定のところに「このカードは本人以外は利用できま

せん」と明記されてしまっています。その場合、多分この辺りのところはこの規

定に引っかかってしまうのではないかと思うのですが、例えば家族をそのカード

に一緒に登録する、ひもづけする。家族の方でしたら良いというような形の、ひ

もづけのシステム変更みたいなものも必要になってくるのではないか。若しく

は、本人の委任状がなければいけないのかと思ってしまうのですが、その辺りの

ところはいかがでしょうか。 

 

 ありがとうございます。四王天委員のおっしゃるとおり、規定は「このカード

は本人以外は利用できません」というような記載をさせていただいています。実

際のところ、そうは言っても、おっしゃるとおり体調不良ですとか、なかなか御

都合がつかないですとか、そういった実情があるということは私どもも承知して

おりますので、実際の運用の中で、同居の御家族の方につきましては、委任され

たという形をもって御本人のカードをお持ちいただきまして、貸出をしていると

いうような現状がございます。システムの中でひもづけをするというのは、シス

テムの負荷の部分も考慮する必要がございますので、当面の間につきましては、

今までのような運用の形を継続するということを考えております。 

 

 分かりました。もちろん性善説で良いとは思うのですが、それが悪用されるよ

うなことは何か想定されませんか。大丈夫ですか。 

 

 悪用につきましては確かに懸念がありますが、御本人のカードを持ってきてい

ることで御本人確認を、委任されていると考えているような現状でございます。

例えば紛失されたときなどにつきましては、規定の中ですぐ図書館にお届けいた

だくようにお願いしておりますので、そういった場合には、ほかの方の悪用がな

いようにカードの使用を停止することができるようになっておりますので、そう

いった形で対応していければと考えております。 

 

 分かりました。キャッシュカードやクレジットカードなどと違って、身体、生

命、財産に大きな影響を及ぼすようなカードではないというのは承知しています

が、本を入手してどこかに転売してしまうとか、そんなことをするような方もい
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るかもしれませんし、もう少し本人以外での受渡しについての規定を考えておい

たほうが良いのではないかと思われます。以上です。 

 

 ほかにいかがでしょうか。 

 

 １点、「キャリアスタッフ」を設けますというところでキャリアスタッフの役

割が簡単に書いてあるのですが、もう少し具体的にどういったお仕事なのか、ま

たはどういったことを期待されていらっしゃるのか、教えていただければと思い

ます。 

 

 例えば、係長として仕事に就いていた職員がキャリアスタッフという形になる

と、役職が一つ下がって一般の職員という形になってしまうのですが、キャリア

スタッフということで責任職と職員をつなげていくですとか、今までの経験を生

かして責任職をサポートしていく、そういった役割が期待されているところでご

ざいます。 

 

 ありがとうございます。これは来年度からなのでしょうか。何名ぐらいという

のは想定されていますか。 

 

 中央図書館においては１名想定しているところでございます。 

 

 

 ありがとうございます。 

 

 市民意見にも入っていましたけれども、電子書籍が２点と書いてありました

が、そこの２点になっている理由として、多くの方に御利用いただけるようにと

ありました。そこで改めてですが、実際に電子書籍の貸出しを申し込んで、手元

に届いて、返却までのフローというのをもう一度教えていただいてもよろしいで

すか。 

 

 システムでお申込みいただきますと、ほかにお借りになっている方がいらっし

ゃらない場合には、すぐにお読みいただくことができるようになっております。

そして、読み終わりましたら、手続きをしていただきますと、そのまま返却の手

続きがその場で完了するという形になっております。既にお読みの方がいらっし

ゃる場合には、予約ということで少しお待ちいただく形になっております。 

 

 ありがとうございます。では、全てスマートフォン上で申し込んで、すぐ手元

に届いて、返すことができるということですね。なので、例えば３冊目、４冊目

を読みたいときには、もし予約が入っていなければ、それを返却すればまた３冊

目が読めるということですか。なるほど、分かりました。 

 

 ほかによろしいでしょうか。それでは、教委第39号議案については、原案のと

おり承認いただいてよろしいですか。 

 

＜了 承＞ 

 

 それでは、原案のとおり承認させていただきます。 



26 

 

 

 

下澤中央図書

館長 

 

 

石合調査資料

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鯉渕教育長 

 

 

 

各委員 

 

鯉渕教育長 

 

 

片山総務課長 

 

 

 次に、教委第40号議案「横浜市立図書館資料管理規則の一部改正について」、

所管課から御説明いたします。 

 

 規則改正の２点目でございますが、「横浜市立図書館資料管理規則の一部改正

について」でございます。資料は調査資料課長から御説明いたします。よろしく

お願いいたします。 

 

 調査資料課長の石合でございます。よろしくお願いいたします。議案書を御覧

ください。教委第40号議案「横浜市立図書館資料管理規則の一部改正につい

て」、お諮りいたします。資料を１枚おめくりいただきまして、２ページを御覧

ください。「提案理由」でございますが、横浜市教育委員会情報セキュリティ管

理規程の全部改正に伴い、横浜市立図書館資料管理規則の一部を改正したいので

提案するものでございます。 

 次の３ページが公布の案文でございます。資料をおめくりいただきまして、そ

の次の４ページでございますが、改正の内容を新旧対照表で付しております。下

線部がその内容でございます。このことにつきまして、別紙、説明資料のほうで

もう少し詳細を御説明させていただきたいと思います。 

 次にございます資料の１ページを御覧ください。「１ 改正の趣旨」ですが、

前段で申し上げました内容の補足として、横浜市教育委員会情報セキュリティ管

理規程の全部改正によりまして、横浜市立図書館資料管理規則において当該規定

より引用している条文に号ずれが生じましたため、一部改正を提案させていただ

くものでございます。 

 次の２は、引用元となっている横浜市教育委員会情報セキュリティ管理規則の

改正箇所でございます。第２条の「定義」の用語の定義のうち、記録媒体の項目

が、改正前は（４）、４号であったところ、改正によって（６）、６号にずれて

おります。 

 次の３が、２の規程の改正に伴いまして号ずれが生じるために、一部改正させ

ていただく箇所でございます。 

 続きまして、「４ 規則等に係る意見公募」につきましては、他の規程の改正

に伴う形式的な改正であり、横浜市規則等に係る意見公募手続実施要綱第５条第

４項第８号イに該当するため、意見公募手続は実施いたしません。 

 最後の「５ 施行日」ですが、令和６年１月15日から施行いたします。令和６

年１月５日発行の横浜市報に登載して公布する予定でございます。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

 所管課からの説明が終了しましたが、御意見・御質問等ございますか。 

 特になければ、教委第40号議案については、原案のとおり承認いただいてよろ

しいですか。 

 

＜了 承＞ 

 

 それでは、原案のとおり承認させていただきます。 

 以上で公開案件の審議が終了いたしました。事務局から報告をお願いします。 

 

 12月11日に１団体から、「学校教室の断熱化に関する要望書」が提出されまし

た。こちらの要望書につきましては、事務局で対応を調整の上、教育委員会で審

議が必要な場合は次回以降にお諮りしたいと思います。委員の皆様は内容の御確
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認をよろしくお願いいたします。 

 次回の教育委員会定例会は、１月12日金曜日の午前10時から開催する予定で

す。また、次回の教育委員会臨時会は、１月26日金曜日の午前10時から開催する

予定です。 

 

 皆様、よろしいでしょうか。次回の教育委員会定例会は、１月12日金曜日の午

前10時から開催する予定です。また、次回の教育委員会臨時会は、１月26日金曜

日の午前10時から開催する予定です。別途、通知いたしますので御確認くださ

い。 

 次に、非公開案件の審議に移ります。傍聴・報道機関の方は御退席願います。

また、関係部長以外の方も退席してください。 

 

＜傍聴人及び関係者以外退出＞ 

 

 教委第41号議案「学校管理下の負傷事故に係る損害賠償額の決定に関する意見

の申出について」 

（原案のとおり承認） 

 

教委第42号議案「教職員の人事について」 

（原案のとおり承認） 

 

 本日の案件は以上です。これで、本日の教育委員会臨時会を閉会といたしま

す。 

 

［閉会時刻：午前11時59分］ 

 


